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暗色ツターに耐居間官一丁目1ー釦

醐酬に問 問一丁目1一回
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来月の
こよみ

事

七五三
(市内各樽社)

11!115日は t'1i: 三の侃いで

rどもを連れて神性に嘗謝するよとが広

<hわれてい ます. 七五 三とい っ年

前カチどもの成長のづえで大切な節目で

ある左いヲ考えは 昔角らの習慣と して

あ句ました.

ヒ K 三が終わると 幼児カら子ど

もの仲聞へ入ると考えられていました、
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